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基本的な学習習慣を身に付ける

基本的な生活習慣を大切に！

「早寝、早起き」「しっかりと朝食をとる」「朝の排便」「正しい姿勢

で座る」「鉛筆を正しく持つ」「机の上を整頓する」「テレビやゲームな

どの時間を決めて守る」等の基本的な生活習慣を身に付けさせること

が、家庭学習の土台となります。低学年のうちにしっかりと身に付け

確立させていくことが大切です。

低学年の家庭学習には、保護者の支援が必要不可欠です。児童の一

番の理解者である保護者ならではの視点で「やったね！」「よくできた

ね！」などの褒め言葉をかけたり、「こうしたらどう？」「一緒にやっ

てみようか。」などの支援をしてあげたりすることで、児童はさらに学

習への意欲を高め、次第に自分から粘り強く取り組むようになります。

児童が学びに積極的になるような学習環境づくりが大切です。例え

ば、児童にあった本を周りに置いたり、鉛筆削り、はさみ、のりなど

学習用具を児童が自分で適切に使えるように配置の工夫をしたりする

ことで、児童が主体的に学習に取り組むようになります。また、テレ

ビや漫画、ゲームなど、学習中に児童が気になってしまいそうなもの

はできるだけ遠ざけるようにしてください。

また、家庭での読み聞かせはこの時期の児童に特に有効で、本への

興味を広げる、想像力を豊かにする、語彙の拡充や表現力の獲得等に

効果が期待できます。

温かい励ましを！

家庭に学びの環境を！



１年生の 家庭学習
この時期の児童は好奇心が旺盛となり、自立心も芽生えてくること

から、何事に関しても自分でやろうとすることが多くなります。自分

でできることは自分でさせるようにしていくことが大切です。

しかし、自主的に行動しても上手くいかないことも多いので、家庭

での温かい励ましや助言が大切です。特に、児童のつまずきや苦手意

識をもっている事柄に関しては、粘り強く支援していくことが児童の

やる気につながっていきます。

時間を意識させ、けじめを付けさせることは、自律心や学習へ集中

力を高めることにつながっていきます。低学年では褒めてもらうこと

で約束事への意欲をもちますが、中学年では慣れの感覚から、これま

で守っていた習慣が乱れがちになります。家庭で話し合い、約束事を

分かりやすく再確認し、児童が自分から意識して約束事を守れるよう

に働きかけることが大切です。

低学年に比べ、学習範囲の広がりや学習内容の深化により、学習内

容の定着に関して個人差が出てくる時期です。そのようなときは、友

達や兄弟・姉妹と比べたりするのではなく、その児童の「やる気」を

見逃さないようにして、褒めたり励ましたりすることで意欲を引き出

していくことが重要になります。

委員会活動等で学校での役割が増えたり、学習塾や習い事等に取り

組んだりと、日常的な忙しさに追われることが多い時期です。

充実した日々を過ごすために、予定を立て、見通しをもって学習す

ることが大切です。計画は、毎日の学習についての計画だけでなく、

長期的な目標を立てることも有効で、中学校での学習に生きる学習習

慣が身に付きます。

やることをきめて とりくみましょう！

●よいしせいで、しゅうちゅうしましょう。

●さいごまで、ていねいにやりましょう。

●こまったときは、おうちの人にそうだんしましょう。

がくしゅう名人に
めいじん

チャレンジ

してみよう

おすすめの がくしゅうは…

◆じぶんのなまえをかく。

（おてほんをよくみて、ていねいにかきましょう。）

◆えんぴつでえをかく。

（はみださないように、いろをぬりましょう。）

◆せんをなぞる。

（はみださないように、なぞりましょう。）

◆えほんをよむ。

（いろいろなほんをよんでみましょう。）

◆ずかんをみる。

（しらないことをしらべてみましょう。）

◆おりがみをおる。

（はしとはしをそろえておりましょう。）

そのほかにも、おうちのひととそうだんして、いろいろなこと

にちょうせんしてみましょう。


